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健康対策（がん対策・受動喫煙対策）について

兵庫県では「兵庫県がん対策推進計画」を策定し、がんの死亡率を減少させるため、40 歳

以上のがん検診受診率を 50％以上（胃、肺、大腸は 40％）とする目標を設定しています。

しかし、現状では、胃がん 26.5％、大腸がん 22.1％、肺がん 18.8％、子宮がん 20.1％、乳

がん 18.9％と低迷しています。また、がん患者の就労や緩和ケアなど新たな課題も出てきて

います。

がんによる死亡率は、肺がんが最も高くなっています。この肺がんや心筋梗塞などのリスク

上昇との関係性が指摘される受動喫煙について、兵庫県では「受動喫煙の防止等に関する条例」

を施行し、対策に取り組んでいます。

そこで、がん及び受動喫煙に係る健康対策の今後の施策立案や啓発の参考とするため、県民

モニターの皆さんにご意見をいただくこととしましたので、ご協力をお願いします。

Q1 あなたは、がんに対してどのような印象をお持ちですか。もっとも近いものを次の中か

らお選びください。（１つ選択）

○ 命に関わる非常に恐ろしい病気である

○ 命に関わるとまでは思わないが、恐ろしい病気には違いない

○ 早期に発見し適切に治療すれば治癒する病気なので、過度に恐れる必要はない

○ 他の病気と同様で、がんのみを特別に意識することはない

Q2 がん検診は、がんの早期発見や早期治療につながる重要な検査だと思いますか。

（1 つ選択）

○ そう思う 
○ どちらかといえばそう思う

○ どちらともいえない

○ どちらかといえばそう思わない

○ そう思わない

○ わからない

Q3 過去に、次の検診や検査を受けたことがありますか。受けたことがあるものを次の中か

らお選びください。（いくつでも）（参照：参考資料１、２） 
□ 胃がん検診（過去１年間）

□ 大腸がん検診（過去１年間）

□ 肺がん検診（過去１年間）

□ 乳がん検診（過去２年間）

□ 子宮がん検診（過去２年間）

□ 肝炎ウイルス検査（過去に一度でも）

□ 受けていない
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Q4 Q3 で検診を受けられた方へお伺いします。

がん検診をどのような機会に受けましたか。（受診回数の多いものを１つ選択）

○ 職場でのがん検診（定期健診、補助を受けての人間ドック、被扶養者としての検診等）

○ 市町が行うがん検診・特定健診

○ 全額自費で個人的に検診を受けた（人間ドック等）

○ その他（下欄にご記入下さい）

（ ）

Q5 Q3 で「受けていない」と答えられた方へ、お伺いします。検診を受けない理由は何です

か。（いくつでも）

□ 心配なときは医療機関を受診するから

□ 時間がとれないから

□ 休日夜間に受けられないから

□ 面倒だから

□ 費用がかかるから

□ 定期的に受ける必要を感じないから

□ 健康状態に自信があるから

□ 医療機関にかかっているから

□ 結果が怖いから

□ 検査内容や方法が分からず不安だから

□ 場所が遠いから

□ まだそういう年齢ではないから

□ どこで受診できるのか知らなかったから

□ その他（下欄にご記入下さい）

（ ）

Q6 あなたは、がんに関して、検診やがん治療法、がん診療を行っている病院について、ど

こで情報を入手しようと思いますか。次の中からお選びください。（いくつでも）

□ がん診療連携拠点病院の相談支援センター

□ 病院・診療所の医師・看護師

□ 保健所・保健センターの窓口

□ 新聞・雑誌・書籍

□ テレビ・ラジオ

□ 県や市町のウェブサイト

□ インターネット（県や市町のウェブサイト以外） 
□ 家族・友人・知人

□ 情報を入手しようと思わない

□ わからない

□ その他
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Q7 がん医療における緩和ケアとは、「がんに伴う『体』と『心』の痛みを和らげる」ことで

すが、あなたは、そのことについて知っていましたか。次の中からお選びください。（１つ選

択）（参照：参考資料３） 
○ よく知っている

○ 言葉だけは知っている

○ 知らない

Q8 がんの治療や検査のために 2 週間に一回程度病院に通う必要がある場合、現在の日本の

社会では働きつづけられる環境だと思いますか。次の中から１つお選びください。また、その

理由を下欄にご記入ください。（「わからない」を選んだ場合を除く。）（１つ選択）

○ そう思う 
○ どちらかといえばそう思う

○ どちらかといえばそう思わない

○ そう思わない

○ わからない

※ 理由

Q9 あなたは，がん対策について，県としてどういったことに力を入れてほしいと思います

か。次の中からお選びください。（いくつでも）

□ がんの予防（たばこ対策などの生活習慣病対策も含む） 
□ がんの早期発見（がん検診）

□ がんに関する専門的医療従事者の育成

□ がん医療に関わる医療機関の整備（拠点病院の充実など）

□ がんに関する情報の提供

□ がんに関する相談やその支援

□ 緩和ケア

□ がん登録（今後のがん医療に役立てるため、がん患者に関する診断データ等の情報収集）

□ がんに関する研究

□ がんによって就労が困難になった際の相談・支援体制の整備

□ 子どもに対する、がんに関する教育

□ 特にない

□ その他（下欄にご記入ください）

（ ）
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Q10 あなたはたばこを吸われますか。次の中からお選びください。（１つ選択）

○ もともと吸わない

○ 以前吸っていたが、既にやめている

○ たばこを吸うが、現在、禁煙に取り組んでいる

○ 時々吸うことがある

○ 毎日吸っている

Q11 兵庫県では「受動喫煙の防止等に関する条例」を平成２５年４月に施行しました（飲食

店等の民間施設を中心とする本格適用は平成２６年４月から）。条例では、不特定又は多

数の人が利用する空間を原則、禁煙とするものの、施設の種類に応じて当分の間、分煙、

時間分煙等を認めるという規制内容になっており、併せて、喫煙環境（禁煙、分煙、時間

分煙等）を表示するよう義務付けています。このことについて、ご存じですか。次の中か

らお選びください。（１つ選択）

（注意事項）

・受動喫煙とは他人のたばこの煙を吸わされることをいいます。

・条例が求める分煙は、たばこの煙が禁煙区域へ直接流入しないよう、床面から天井まで達

する壁等で仕切るとともに、常にたばこの煙を直接屋外に排出できる設備などを備えたも

の（＝厳格な分煙）をいいます。

○ 条例の名称は知っており、規制内容等も大体知っている

○ 条例の名称は知っているが、規制内容等は知らなかった

○ 条例の名称は知らなかったが、こういった規制があるというのは聞いたことがある

○ 条例の名称も規制内容等も知らなかった

Q12 条例では、平成 26年 4 月から、飲食店等の店頭等に喫煙環境（禁煙、分煙、時間分煙等）

を表示するよう義務付けています（Q11 の参考の資料参照）が、あなたは利用施設を選択

する際に、喫煙環境の表示を参考にしますか？次の中からお選びください。（１つ選択）

○ 大いに参考にする

○ 一応参考にする

○ あまり参考にしない（※理由を下欄にご記入ください。）

○ 全く参考にしない（※理由を下欄にご記入ください。）

※ あまり（又は全く）参考にしない理由
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Q13 受動喫煙を防止するためには、どのような方法が効果的で実施可能だと思いますか。次

の中からお選びください。（いくつでも）

□ 受動喫煙に遭った時に、喫煙者に喫煙を控えるよう求める

□ 受動喫煙に遭った時に、席や場所を移動する

□ 受動喫煙に遭った時に、その施設の管理者に受動喫煙を防止するよう措置を求める

□ 受動喫煙に遭った施設は利用しない（禁煙又は厳格な分煙ができていない施設は利用し

ない）

□ 受動喫煙に遭った施設名等を県に連絡し、施設を指導等するよう求める

□ 受動喫煙は気にならないので何もする必要はない
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＜参考資料（Q3）＞ 
１ 市町村がん検診について

（１）概要

がん検診については、健康増進法に基づき市町村が実施している。

厚生労働省が科学的根拠に基づくがん検診を定め、市町村により推進している。

（２）内容

種類 検査項目 対象者 受診間隔

胃がん検診 問診及び胃部エックス線検査 ４０歳以上 年１回

大腸がん検診 問診及び便潜血検査 ４０歳以上 年１回

肺がん検診 問診、胸部エックス線検査及び喀痰細胞診 ４０歳以上 年１回 
乳がん検診 問診、視診、触診及び乳房エックス線検査

（マンモグラフィ）

４０歳以上 ２年に１回 

子宮がん検診 問診、視診、子宮頚部の細胞診及び内診 ２０歳以上 ２年に１回 
２ ウイルス性肝炎について

（１）ウイルス性肝炎とは

肝炎ウイルスに感染して肝臓の細胞が壊れていく病気です。

この病気になると、肝臓の機能が失われていき、ついには肝硬変や肝がんに至ることも

あります。

Ｂ型及びＣ型肝炎ウイルスの患者・感染者は、合わせて３００万人を超していると推定

され、国内最大の感染症とも言われています。

もし、肝炎ウイルスに感染していても、適切な健康管理・治療で、肝炎から肝硬変や肝

がんに悪化するのを予防することが可能です。

（２）肝炎ウイルス検査について

B 型もしくはC 型肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、血液を採取して調べます。
わずかの時間の採血で、数週間後には結果を知ることができるので、気軽に受診できま

す。 

＜参考資料（Q7）＞ 
３ 緩和ケアについて

がん医療における緩和ケアとは、「がんに伴う『体』と『心』の痛みを和らげる」ことで

す。がん患者さんは、がん自体の症状のほかに、痛み、倦怠感などのさまざまな身体的な症

状や、落ち込み、悲しみなどの精神的な苦痛を経験します。「緩和ケア」は、がんと診断さ

れたときから行う、身体的・精神的な苦痛を和らげるための医療です。



（内線3245・3269） ※条例について（内線3244）
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（同一建物内の他の店舗等との共用部分と壁等で区画されていない場合は、⑥の区分の規制対象になります。）



（同一建物内の他の店舗等との共用部分と壁等で区画されていない場合は、⑥の区分の規制対象になります。）
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